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解析技術を創生してがん転移機構の理解を深めたい
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⚫ 生物学

がん細胞の基本的なメカニズム解明
動物実験技術（がん自然発生モデル、転移マウスモデル）
遺伝子編集技術（CRISPRシステム、CAR-T）
組織学的解析技術（免疫染色）

⚫ 工学
診断、解析技術の開発
シーケンス解析技術（1細胞RNA-seq）
微細デバイス（3Dバイオプリンティング）

⚫ 光学
可視化技術の開発
イメージング技術（生体顕微イメージング）
分子マーカー標識技術（蛍光、発光タンパク質）

これまでわかっていないことを解明するためには、
新たな解析技術が必要である
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がん細胞は周辺環境とどのような相互作用をすることによって、
その運命を決定しているのか？
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がん細胞と組織深部で相互作用する細胞を

捉えて、解析可能にする手法

Nat. Commun., 2023;

 JSMI Reports, 2022
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既存の手法では、
組織深部での細胞間相互作用の解析に限界がある

組織切片ごとシーケンス解析シーケンスデータから再構成

レーザーマイクロダイセクション 光活性化による標識

Science. 358, 6370 (2017)

Cell Res. 30, 763 (2020)

Nat Commun. 7, 12139 (2016)



sGRAPHICによってがん細胞（青）に近接する細胞（赤）を
標識する。
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sGRAPHICにより少数のがん細胞の近傍に位置する細胞の
標識に成功した。

乳がん細胞 E0771 /

線維芽細胞 NIH3T3

大腸がん細胞 MC-38  /  

肝細胞 AML12

50 µm 50 µm
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GFP, mCherry, BFP

20 µm

マウス乳がん細胞E0771移植1w後 移植3w後

sGRAPHICは微小転移巣の近接肝細胞を標識した。
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肝実質細胞



候補遺伝
子として
染色して
みたとこ
ろ
→Galectin
-3が染
まってみ
た
→
Mycを中
心として
Galectin
が制御さ
れていた

発現変動遺伝子探索

クラスタ3マーカー遺伝子と共発現している転写因子を
SCENIC（Nat. Methods 2017, Nat. Protoc 2020）で解析

遺伝子発現制御ネットワーク探索

がん細胞近傍細胞集団に潜む転移ほう助肝細胞の特徴として
炎症に関連する遺伝子群の発現が亢進していた。
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細胞増殖

分泌性の糖タンパク質Galectin-3を介したがん細胞-肝実質細胞
の相互作用ががん細胞増殖を促進した。
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Galectin-3

- 分泌型糖鎖結合タンパク質
- 肝損傷時に肝細胞で発現が上昇
- 肝臓の再生、線維化、腫瘍形成に関与
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HUNTER-seqにより、
がん細胞と相互作用した転移ほう助肝実質細胞の特徴を捉えた。
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医生物学研究所では若手が切磋琢磨し合える環境である
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Microfluidc Sequence Automation
Multiplexed flow: 10 ~ 1000 µL/min

Continuous flow: 2 ~ 1000 µL/min

Ultra low flow: 55 µL/h ~

Pulsed flow: 3µL/pulse

Murai, Abdelmoez et al., Lab on a chip (2025)

Up to 4 regulators

Pressure source (ex. N2)

10 channels capability

Closed loop

/Open loop



多様な応用例

Tsuchida, A. et al.
Lab on a Chip (2024).

Droplet formation

Jianming, C. et al. Nat Commun (2024).

Spinning spider silk
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Spatial gene expression

Yajima, H. et al. Nat Commun (2024)
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Murai, Abdelmoez et al., Lab on a chip (2025)
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